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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。
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【
写
真
：
小
野
組
総
本
家
屋
敷
】

　
小
野
組
総
本
家
屋
敷
が
存
在
し
て
い
た
頃

の
様
子
。
老
朽
化
の
た
め
建
物
自
体
は
現
存

せ
ず
、
今
は
跡
地
（
大
溝
十
四
軒
町
）
に
案

内
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７

近
代
製
鉄
の
工
程
を
現
代
に
伝
え
る

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

　　
今
年
７
月
に
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
県
の
端は

し
ま島

（
通
称
軍
艦
島
）
や

三
菱
長
崎
造
船
所
、
八や

わ
た
せ
い
て
つ
じ
ょ

幡
製
鐵
所
な
ど

と
と
も
に
、岩
手
県
の
「
橋
野
鉄
鉱
山・

高こ
う
ろ
あ
と

炉
跡
」
も
そ
の
構
成
要
素
の
１
つ
と

し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
橋
野
鉄
鉱
山
の
経
営
者
は
大
溝
出
身

の
高
島
商
人 

小
野
権ご

ん
え
も
ん

右
衛
門
勝
礼
で

あ
り
、
安
政
４
年
（
１
８
５
８
年
）、

盛
岡
藩
の
大お

お
し
ま
た
か
と
う

島
高
任
の
指
導
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
橋
野
高
炉
（
現
存
す
る
日
本

最
古
の
洋
式
高
炉
跡
）
と
併
せ
、
採
掘

か
ら
製
鉄
に
至
る
近
代
製
鉄
の
工
程
が

把
握
で
き
る
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。　

す
ぐ
れ
た
商
才
と
先
見

日
本
の
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
高
島
商
人

　
そ
の
小
野
権
右
衛
門
勝
礼
は
、
高
島

の「
小
野
組
」を
起
源
と
し
て
い
ま
す
。

初
代
小
野
総
本
家
・
小
野
新
四
郎
則
秀

は
大
溝
十
四
軒
町
に
居
を
か
ま
え
て
商

業
を
営
み
ま
し
た
。

　
当
初
は
「
糀こ

う
じ
や屋

」
と
い
う
屋
号
を
名

乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
「
大
溝

井い
づ
つ
や

筒
屋
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

則
秀
の
二
男
に
あ
た
る
村
井
権ご

ん
べ
え

兵
衛

主し
ゅ
げ
ん元

は
寛
文
２
年
（
１
６
６
２
年
）
に

盛
岡
に
進
出
し
、「
近
江
屋
」
を
営
む

村
井
新し

ん
し
ち七

の
養
子
と
な
っ
て
商
業
に
励

み
、
10
年
後
に
は
造
酒
業
と
質
業
を
扱

う
「
志し

わ和
近
江
屋
」
を
創
始
し
、
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
小
野
善
五
郎
《
総
本
家
２
代
目
》
の

二
男
に
あ
た
る
村
井
権
兵
衛
唯た

だ
貞さ

だ
（
＝

初
代
小
野
権
右
衛
門
）
は
、
叔
父
の
主

元
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
商
道
を
学

び
、
主
元
の
養
子
に
な
っ
て
志
和
近
江

屋
を
継
い
だ
後
、「
郡

こ
お
り
や
ま山

井
筒
屋
」（
造

酒
業
）
を
立
ち
上
げ
、
の
ち
に
は
「
京

都
鍵
屋
」（
質
業
）
を
開
業
し
ま
し
た
。

　
小
野
権
右
衛
門
家
の
７
代
目
で
あ
る

勝
礼
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）、

橋
野
鉄
鉱
山
に
伴
う
銭ぜ

に
ざ座

（
貨
幣
の
鋳

造
所
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
当
時
は

３
基
の
高
炉
が
稼
働
し
、
人
員
約
１
，

０
０
０
人
・
牛
１
５
０
頭
・
馬
50
頭
の

資
本
を
も
ち
、
年
間
約
30
万
貫
（
＝

１
１
２
５
ト
ン
）
も
の
製
鉄
量
を
誇
る

な
ど
、国
内
最
大
規
模
の
も
の
で
し
た
。

　
高
島
を
出
身
地
と
し
、
す
ぐ
れ
た
商

才
と
行
動
力
、
先
見
の
明
を
も
っ
て
盛

岡
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
に
進
出
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
全
国
展
開

の
商
売
を
お
こ
な
っ
た
彼
ら
「
高
島
商

人
」
は
、
日
本
の
近
代
化
の
礎
を
築
い

た
、
私
た
ち
の
偉
大
な
先
人
で
も
あ
り

ま
す
。
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世
界
遺
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礎

い
し
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え

を
築
い
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高
島
商
人

世
界
遺
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礎

い
し
ず
え
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い
た
高
島
商
人

　ある早朝、百舌鳥のさえずりを
聞きました。朝夕めっきりと肌寒
くなって、深まっていく秋の気配
を感じます。田んぼにはコンバイ

ンが走り、マキノピックランドでは栗園が
オープンしました。各地から実の便りが届け
られ、私たちの食欲を満たしてくれる“おい
しい”季節の到来です。私は、秋と言えば「秋
刀魚」。近年、漁獲量が減少し、少々心配し
ますが、脂の乗った「焼秋刀魚」とビールは、
私に至福の時を与えてくれます。海の中でも、
これからが食欲の秋。冬に備えて魚たちが食
欲を競います。釣り好きには堪らない季節で
もあります。大海原の中で、ひねもす釣糸を
垂れて秋を堪能したいなぁ。（Y)


